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第 1章 事業概要 

 

第 1節 事業の趣旨・目的 

 

建築分野では、建築確認申請等の行政手続きのデジタル化が始まっているなど、DX が推進さ

れつつある。 

また、建築現場においても最新技術の活用が進んでいる。例えば、360度カメラによる現場撮影

は、1 回のシャッターで部屋全体を撮影でき、現場の情報を漏らすことなくモデル化できる等のメリ

ットがある。MR（複合現実）を用いた 3D モデルによる遠隔コミュニケーションでは、発注者や近隣

住民へのスムーズな説明や、協議の工数や時間の削減、さらには建築の未来を示し 3Kの払拭に

期待できる等、様々なメリットが生まれている。 

建築における DX には、例えば、5G などを活用した無人化施工、ドローンや AI 技術を活用した

施工管理、BIM の活用などが必要である。但し、DX は単にアナログをデジタルに置き換えるので

はなく、現在の業務内容や進め方、組織構造などを根本的に見直し、再設計することが本来の姿

である。 

こうした状況を背景に、本事業では、建築関連の専門学校生を対し、5G、クラウド、IoT、AI、ビッ

グデータ等の最先端技術に関する知識やスキルを修得させ、それらを活用して建築業務プロセス

の変革や関連サービスの創出を通して、生産性向上や顧客満足度向上に貢献できる建築 DX 人

材の育成を目指す。 

 

第 2節 学習者のターゲット・目指すべき人材像 

 

建築関連の専門学校生を主なターゲットとする。 

目指す人材像は、AI や XR 等の最先端技術を活用して、建築業務プロセスの変革や建築関連

サービスの創出を企画できる建築 DX人材である。 

 

第 3節 実施体制 

 本事業における実施体制は以下の通りである。 

 

●実施委員会 

一般社団法人四十万未来研究所を代表機関として、産学官連携による実施委員会を組織した。 

実施委員会は、本事業の最高意思決定機関として、事業の基本方針・実施計画の策定を行い、

事業の主要な活動である「実態調査の実施・分析」「教育プログラム開発」「実証講座の実施・検証」

に関する重要事項の検討・決定を行った。併せて、事業活動全体のマネジメントも担当した。 

 

●分科会 

実態調査や教育プログラム開発などにおける実作業については、実施委員会の下部組織であ

る分科会が担当する。具体的には、調査分科会、開発分科会、実証分科会を設置した。各分科会
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は実施委員会の指揮管理の下で、それぞれの業務を遂行する。 

調査分科会： 

実態調査の詳細設計・実施・分析・とりまとめ等に係る実作業を担当する。 

開発分科会： 

スキル標準や教育プログラムの設計、開発等に係る実作業を担当する。 

実証分科会： 

教育プログラムの実証講座の企画・実施・検証等に係る実作業を担当する。 

 

●事務局 

事業全体の事務管理や連絡調整などを担当する事務局を配置した。 

 

実施委員会の構成機関を以下に示す。 

 

①教育機関 

専門学校中央工学校（認定課程） 

大阪工業技術専門学校（認定課程） 

新潟工科専門学校（認定課程） 

東京大学 

 

②企業・団体 

一般社団法人日本建築材料協会 

日本建設職人社会振興連盟 

全国工業専門学校協会 

小柳建設株式会社 

一般社団法人松岡拓公雄４年２組 

Quincy Studio Inc 

トレス建築事務所 

株式会社シエナホームデザイン 

ナカヒロハウジング株式会社 

イトーピアホーム株式会社 

ミツモト商事株式会社 

SOSA地域活性化センター 

一般社団法人四十万未来研究所 

 

③行政機関 

新潟県 総務部 大学・私学振興課 

栃木県 県土整備部 建築課 
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第 4節 教育プログラムの概要 

 

（１）教育プログラムの概要 

・対象者： 

建築関連の専門学校生を対象とする。 

 

・内容： 

建築業務プロセスの変革や建築関連サービスの創出に最先端技術を活用するために必要とな

る専門知識とスキルを学習する科目群で構成する。具体的には、5G、クラウド、IoT、AI、XR*12、

ビッグデータ等の最先端技術の基礎や、これらの建築業務プロセス改善・建築関連サービスの創

出への活用等に関する内容を想定している。また、建築の DXが進んでも、建築は施主の要望を

十分に理解することから始まることは変わらない。そのため、建築の専門知識がなくても自由に建

物のデザインを構築することができる「Minecraft*13」を用いて、建築技術者と施主及びその家族

（特に子育て世代なら子供も含めて）が一緒に住宅のデザインを考えていくコミュニケーション手法

も含める。このような内容で、300時間程度の学習時間を想定している。なお、本教育プログラム

の運用例としては、2年制学科の卒業研究または卒業制作（平均で 150～200時間実施）の一部

に PBLを充当し、1年次に基礎科目 135時間を、2年次にケーススタディの 45時間を実施するこ

とを想定している。 

 

・教育手法： 

カリキュラムを構成する各科目には、講義・実習・e ラーニング・ケーススタディ・PBL を組合せ、

教育効果を高めるような工夫を行う。特に e ラーニングは、講義で学習した内容の復習を自己学

習として行うことは勿論、遠隔教育としても活用できるよう、講義映像を配信する形態の講義映像

型 e ラーニングも活用する。受講者の使いやすさに配慮し、視聴デバイスはスマートフォン、PCの

双方に対応したものとする。 

さらに、仮想的なプロジェクトによる建築設計業務の実務的な演習として、PBL を取り入れる。

PBL では、教育プログラムの他科目で学習した内容を活かしつつ、建築業務プロセスの変革や建

築関連サービスの創出を題材とする。グループによる調査や協議によって課題を解決し、最終的

な企画をまとめるといった一貫したプロジェクトベースの学習を通して、実務現場で適用できる実

践的なスキルの修得を図る。本教育プログラムでは、解決すべき課題やプロジェクトの進め方が

講師から示される「シナリオ型 PBL」と、課題の設定やプロジェクトの進め方の検討を学習者自身

が行う「学習者主導型 PBL」の両方を実施する。 

 

・育成目標： 

本教育プログラム履修後に、最先端技術を活用して、建築業務プロセスの変革や建築関連サ

ービスの創出を企画できることを目指す。 
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（２）教育プログラムの科目構成と内容 

 教育プログラムとしては、以下に示す科目構成でカリキュラムの開発を実施した。 

 

科目群 科目 概要 時間数 

基
礎
科
目 

建築コミュニケ

ーション 

施主とのコミュニケーションを前提とし、Minecraft

を活用した建築デザイン・プレゼンテーションの手

法を講義や実習で学習する。 

45時間 

最先端技術 1 
IoT、5G、クラウド、XR等に関する基礎知識や活

用方法を講義や実習で学習する。 
45時間 

最先端技術 2 
AI、ビッグデータ等に関する基礎知識や活用方法

を講義や実習で学習する。 
45時間 

応
用
科
目 

建築業務プロ

セス  

ケーススタディ 

最先端技術を活用した建築業務プロセスの改善

を題材としたケーススタディにより、その手法や考

え方を学習する。 

22.5時間 

建築関連サー

ビス  

ケーススタディ 

最先端技術を活用した建築関連サービスを題材

としたケーススタディにより、その創出方法に関す

る考え方を学習する。 

22.5時間 

建築業務プロ

セス PBL 

最先端技術を建築業務プロセスの改善に活用す

るスキルを修得する。営業・設計・見積・施工・点

検等、住宅建築の一連のプロセスに DXをどう適

用するかを立案する。 

45時間 

建築関連サー

ビス PBL 

最先端技術を建築関連サービスの創出に活用す

るスキルを修得する。施主等の顧客の満足度向

上を達成する新たなサービスを立案する。 

90時間 

  合計 315時間 

 

（３）教育プログラムの新規性 

個別の建築業務に最先端技術を活用する内容の教育プログラムは実施されているが、本教育

プログラムのように、業務プロセスの変革や関連サービスの創出といった建築 DXを扱うものは見

受けられない。また、Minecraftや XR等を実際の業務を想定した実習に活用する点が、本教育プ

ログラムの特徴である。 
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第 5節 事業年次計画 

 本事業の 3年間における実施計画は以下の通りである。 

 

【令和 4年度】 

1.事業推進体制の整備と活動推進 

 ①実施委員会の組織化と開催 

 ②調査分科会の組織化と開催 

 ③開発分科会の組織化と開催 

 ④実証分科会の組織化と開催 

 

2.実態調査の実施 

 ①実態調査 Aの企画・設計・実施・分析 

 ②実態調査 Bの企画・設計・実施・分析 

 

3.開発 

 ①建築 DX人材のスキル標準策定 

 ②カリキュラム策定 

 ③講義用教材開発 

  （建築コミュニケーション、最先端技術 1） 

 ④e ラーニング教材開発 

 

4.実証講座の実施計画策定 

 ①実証講座実施計画の策定 

 ②実証講座用教材開発 

 

5.事業成果のとりまとめ 

 ①事業成果報告書の作成 

 ②事業成果の公開 

 ③事業成果報告会の開催 

 

 

【令和 5年度】 

1.事業推進体制の整備と活動推進 

 ①実施委員会の開催 

 ②開発分科会の開催 

 ③実証分科会の組織化と開催 

 

2.開発 
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 ①シラバス開発 

 ②講義用教材開発 

  （最先端技術 2） 

 ③ケーススタディ教材開発 

  （建築業務プロセス） 

 ④PBL教材開発 

  （建築業務プロセス） 

 ⑤e ラーニング教材開発 

 

3.実証講座の実施 

 ①実証講座実施計画の策定 

 ②実証講座の準備・運営 

 ③実証講座実施結果の検証 

 

4.事業成果のとりまとめ 

 ①事業成果報告書の作成 

 ②事業成果の公開 

 ③事業成果報告会の開催 

 

 

【令和 6年度】 

1.事業推進体制の整備と活動推進 

 ①実施委員会の開催 

 ②開発分科会の開催 

 ③実証分科会の組織化と開催 

 

2.開発 

 ①ケーススタディ教材開発 

  （建築関連サービス） 

 ②PBL教材開発 

  （建築関連サービス） 

 ③e ラーニング教材開発 

 

3.実証講座の実施 

 ①実証講座実施計画の策定 

 ②実証講座の準備・運営 

 ③実証講座実施結果の検証 
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4.事業成果のとりまとめ 

 ①事業成果報告書の作成 

 ②事業成果の公開 

 ③事業成果報告会の開催 
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第 6節 今年度の具体的な活動 

 

（1）事業推進体制の整備と活動推進 

 事業推進の体制として、実施委員会及び開発分科会・実証分科会を以下の通り組織化し、開催

した。 

 

 

 

 

  

委
員
会
名 

実施委員会 開発分科会 実証分科会 

役
割 

本事業の意志決定機関と

して、事業の重要事項の

検討と決定を行うととも

に、事業活動全体のマネ

ジメントを担当する。 

実施委員会の指揮の下、

スキル標準や教育プログ

ラムの設計、開発等に係

る実作業を担当する。 

実施委員会の指揮の下、

教育プログラムの実証講座

の企画・実施・検証等に係

る実作業を担当する。 

今
年
度
の
活
動 

(1) 事業計画・活動の決定 

(2) 各種教材の基本設計 

(3) 実証講座の基本設計 

(4) 事業終了後の計画 

検討 

(1)シラバスの策定 

(2)各種教材の開発 

(3)開発報告書作成 

(1)実証講座の実施計画の

策定 

(2)実証講座の準備・運営 

(3)実証講座実施結果の 

検証 

(4)実証報告書作成 

開
催
回
数 

第 1回  6月 26日開催 

第 2回 12月 17日開催 

第 3回  2月 12日開催 

第 1回  6月 26日開催 

第 2回 12月 17日開催 

第 3回  2月 12日開催 

第 1回  7月 12日開催 

第 2回  9月 4日開催 

第 3回  9月 12日開催 

第 4回 12月 17日開催  
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（2）開発 

①ケーススタディ教材開発 

 今年度は、本教育プログラムにおける「建築関連サービス ケーススタディ」の科目を開発し

た。建築 DXによって業務プロセスを変革するための実務知識の修得を目的としたケースの説

明と、それに関する設問から構成し、グループでディスカッションしながら設問に取り組めるよう

構成。 

 

開発したケーススタディは以下 4テーマ  
ケーススタディ テーマ名 

1 建築業務プロセスにおける言語生成 AIを活用したサービス  
2 画像生成 AIを活用したコンセプトのビジュアライゼーション 

3 3Dモデリングツールや BIMを活用した設計プロセスでの施主とのコラボレーション 

4 
建築 DXの推進による設計業務の変革により設計者に求められる新たな能力や

役割 ～『九間の家』を事例として～ 

 

ケース概要:  

ある設計事務所は建築 DXを進めようとしています。 

建築 DXの実現のために、デジタル技術を導入し、プロジェクトに関わるすべての人々

の満足度が上がることを目指します。ここでは、建築プロセスの企画・計画における施

主の要求分析に、言語生成 AI である ChatGPT を活用した施主、設計担当者へのサ

ービスについて考えます。 

 

設問: 

①施主の建築への要望、整理は言語生成 AIを活用することで、どのように変化しま

すか？ 

②設計者が言語生成 AIを建築業務プロセスのどの場面で活用することで、これまで

の業務がどのように効率化されるのかを考えてみましょう。それにより施主にはど

のようなメリットがあるのかも考えてみましょう。 

③ 建築業務プロセスの計画段階で、言語生成 AI を活用した設計コンセプト作成の

具体的なワークフローを考えてみましょう 

 

時間 4 

コマ数 4 
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科目名 建築関連サービスのケーススタディ 

建築業務プロセスにおける言語生成 AIを活用したサービス 

授業目的 デジタル技術である言語生成 AIを活用した建築 DXの実現を探

り、施主と設計者双方にメリットのある業務プロセスを変革するた

めのサービスについて、実務知識を学ぶ 

内容概要 言語生成 AI（ChatGPT）を活用し、施主の要望を整理・分析しなが

ら設計コンセプトを明確に施主と設計者との円滑な合意形成を目

指す 

使用テキスト・

教材など 
オリジナルテキストなど 

 

②PBL教材開発 

今年度は、本教育プログラムにおける「建築関連サービス PBL」教材を開発した。プロジェクトに

関するシナリオや課題、参考資料、課題に対する記入シート、講師用の指導の手引き等から構成

した、学習者は、グループで討議しながらシナリオに沿って課題を進め、最終的にプロジェクト報

告書を作成してプレゼンテーションを行い、建築業務プロセスや最先端技術の活用に関する知識

やスキルの他、コミュニケーション力等も含めた、建築 DXによって業務プロセスを変革するため

の業務遂行能力の修得・向上を目的とした。 

「事例シナリオ型 PBL演習用教材」 

「建築設計プロセスにおけるデジタル技術を活用したサービスによる DXの実現」 

九間の家（３間×３間）プロジェクト編 （全 6回） 

 

対象 ：建築関連の専門学校 学生 

仕様 ：PowerPoint ７７P (1講座 10-15P )、 動画 3時間 （1講座 30分） 

内容 ：建築業務プロセスに関するシナリオや課題、参考資料、課題に関する記入シートの組み

込み、施主と設計者の両方の立場をロースプレイイングで体験することにより、より実務に即して

生産性向上や顧客満足度向上に貢献できる建築ＤＸ推進の理解を深める。 

 

 ◇第１回: オリエンテーション 

1-1 ガイダンス 

1-2 『九間の家』の基礎知識  

1-3 グループ分け 

1-4 プロジェクトでの状況設定 

1-5 課題 

◇第２回 

Phase1 企画・計画❶ 

言語生成 AIを活用した 
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施主の要望を知るためのアンケートの作成・回答 

2-1  進行計画 

2-2 状況説明と作業手順 

2-3 演習（チームワーク） 

2-4  演習（グループワーク） 

2-5 発表・まとめ 

◇第 3回 

Phase1 企画・計画❷ 

画像生成 AI によるデザイン案の提示とヒアリング 

3-1 進行計画・作業手順 

3-2 演習（チームワーク）: 設計事務所 

3-3 演習（チームワーク）: 施主 

3-4 演習（グループワーク) 

3-5 発表・まとめ 

◇第４回 

Phase２ 設計❶ 

3Dモデリングによるエスキス作成とヒアリング 

4-1  進行計画・作業手順 

4-2 演習（チームワーク）：設計事務所 

4-3  演習（グループワーク） 

4-4 発表・まとめ 

◇第５回 

Phase２ 設計❷ 

デジタル技術を活用したプレゼンテーションシートの作成 

5-1  進行計画・作業手順 

5-2 チームワーク❶：設計事務所 

5-3  グループワーク 

5-4  チームワーク❷：設計事務所 

◇第 6回 

Phase3 プレゼンテーション 

建築 DXにより建築業務に求められるサービスとは？ 

6-1  進行計画 

6-2 プレゼンテーション 

6-3  グループワーク 

6-4  演習のまとめ 
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③ e ラーニング教材開発 

  今年度開発する各種教材を基に、講義映像や確認テストを開発して e ラーニング化した。 

 

 

 

教材より一部抜粋 
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④ 令和 5 年度開発教材リメイク 

令和 5年度に開発した「最先端技術 2」、「建築業務プロセス PBL教材」、「建築業務プロセスケ

ーススタディ」について以下の通り、内容の増強や演習問題の追加リメイクを行った。 

 

〇最先端技術 2のリメイク 

昨年開発の「最先端技術 2」プロトタイプにおいて、建築における AIの活用の理解をより深める

ため全体の構成を改訂した。具体的には、第 6 章に第 7章以降で触れる項目のサマリーを挿入

し、以降の章で AIを含め各節で解説をするように再構成をした。 

 

 

 

 

 

 

e ラーニング教材トップ・目次・テスト画面  

 

2023年度プロトタイプに 
サマリーの章をプラスし、 
以降各章で解説する構成
とした 

目次のみ抜粋 
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〇建築業務プロセス PBL教材のリメイク 

昨年開発の「事例シナリオ型学内 PBL演習用教材 住宅設計プロジェクト案件」に、「1.2.5 建築

業務プロセス：コミュニケーションデジタル技術によるサポート」を追加挿入。指導ガイドもそれに伴

い追加更新をした 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇建築関連サービスのケーススタディのリメイク 

BIM（Building Information Modeling）の導入が建築業界における DXの中核を担う技術として重要

性を増していくことを事例で理解できるよう教材に組み込んだ。具体的には、「ケーススタディ④ 

BIM を活用した建築プロジェクトの管理施主と設計者の双方にメリットのあるデジタル技術活用」を

追加した。 

 

 

 

 

  

  

演習用教材 指導用ガイド 

追加挿入 

スライドより一部抜粋 
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第 2章 実証講座実施報告 

 今年度開発する「建築関連サービス PBL」科目を中核とし、PBLを実施するために必要な知識

等を学習する講義やケーススタディを選定して、一つのまとまりのある講座を構成した。実証講座

で使用する教材も、本事業で開発する講義用教材、ケーススタディ教材、PBL教材、e ラーニング

教材を再構成して利用した。 

 

第 1節 実証講座の実施概要 

受講対象者 

実証講座は２校の建築系専門学校生を対象とした。 

実証講座① 新潟工科専門学校  一級建築士専攻科 1年 10名 2年 11名 

実証講座② 大阪技術工業専門学校 建築設計学科 2年生 15名 2年生 1名 

 

建築系専門学校生 37名を対象に、計 36時間実施した。実施結果を基に、後述する方法で評

価・検証を行い、教育プログラムの改善を行った。 

 

実施概要 

実証講座① 新潟工科専門学校 

テーマ： DXにより建築業務がどのように変革できるか、求められているサービスとは？ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
10月 25日（金） 

時間 講座内容 講師 形態 

13:20～
13:35 

オリエンテーション 
講座の背景：建築の DX とサービスについて 

四十万靖 

講義 
13:35～
15:05 

『九間の家』の作品について 松岡拓公雄 

15:10～16:20 
「九間の家（３間×３間）」課題説明 
建築の DX とは 

内川わか奈 講義 

実施校 新潟工科専門学校  

場 所 デジタルスクエア室(6階) 

日 時 2024年 10月 25日（金）～12月 6日（金）13:20～16:20 全 6回 

日時 講座内容 講師 

10月 25日（金） 3時間 講義 課題説明・PBL実習 

松岡拓公雄 講師 
四十万靖 講師 
内川わか奈 講師 

 

11月 8 日（金） 3時間 ＰＢＬ実習 

11月 15日（金） 3時間 ＰＢＬ実習 

11月 22日（金） 3時間 ＰＢＬ実習 

11月 29日（金） ３時間 ＰＢＬ実習 

12月 6日（金） ３時間 プレゼンテーション 評価 
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学習の概要・グループ分け・課題説明 

アンケート  

課題 
・施主として家族構成、土地の選定など、要求に必要な条件をまとめる 
（３間×３間の平面を持つ家の事例研究を行う） 

 
11月  8日（金） 

時間 講座内容 講師 形態 

13:20～
16:20 

Phase1 企画・計画：建築計画とコンセプト作成 
建築計画の確認 
住宅の要望書の整理 
ヒアリング・コンセプトの作成 
生成 AIによるブリーフの作成 

内川わか奈 
ＰＢＬ 
実習 

アンケート 

内容 
設計者：ヒアリング 
施主： 住宅要求書の整理 
生成 AIによるブリーフの作成 

 
11月 15日（金） 

時間 講座内容 講師 形態 

13:20～
16:20 

Phase1 企画・計画：BIMによるエスキス作成とヒアリン
グ 
Revitによるエスキス・プレゼン 
Revitによるエスキス案の提示 
建築業務における BIMの利点 

内川わか奈 
ＰＢＬ 
実習 

アンケート 

内容 
設計者：Revitによるエスキス案の提示 
施主 ：エスキス案の理解と評価 
今回の評価とまとめ（松岡拓公雄講師参加） 

 
11月 22日（金） 

時間 講座内容 講師 形態 

13:20～
16:20 

Phase2 設計：BIMによる設計案の作成とプレゼンテー
ション 
Revitによる設計案作成 
Revitによるプレゼン方法 
建築業務における画像生成 AIの利点 

内川わか奈 
ＰＢＬ 
実習 

アンケート 

内容 
設計者：設計案の作成・提示 
施主 ：設計案の理解と評価 
今回の評価とまとめ（松岡拓公雄講師参加） 

 
11月 29日（金） 

時間 講座内容 講師 形態 

13:20～ Phase3 設計：BIM と生成 AIによる設計案の比較と分析 内川わか奈 ＰＢＬ 
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16:20 画像生成 AIによる設計案の作成： 
BIM と画像生成 AIによる設計案を比較・分析 
プレゼン準備 

実習 

アンケート 

内容 
設計者：BIM と生成 AIによる設計案の比較と分析 
施主： 生成 AIによる設計案の作成 

BIM と生成 AIによる設計案の比較と分析 

 
12月 6日（金） 

時間 講座内容 講師 形態 

13:20～
16:20 

Phase4 プレゼンテーション：プレゼンテーションと講評 
設計者からの設計案のプレゼンテーション 
施主からのフィードバック（満足度評価） 
DXによるサービス変革のまとめ 

松岡拓公雄 
内川わか奈 
四十万靖 

PBL 
演習  
講義 

 

アンケート 

内容 
施主・設計者それぞれの立場からプレゼン・評価を行う 
DXによるサービス変革のまとめ 

 

実証講座の様子を写真、その他制作物で報告する 

 

  

講師による講義 施主と設計者に分かれてディスカッシション  

プレゼンテーション 講師による講評 
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BIMを使ったエスキス 

 

 
 

画像生成 AIによるデザイン案作成 
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実証講座② 大阪工業技術専門学校 

テーマ：DXにより建築業務がどのように変革できるか、求められているサービスとは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
12月 17日（火） 

時間 講座内容 講師 形態 

13:20～14:00 
オリエンテーション 
建築 DX とサービスについて 

四十万靖 講師 講義 

準備・休憩 

14:10～ 
15:10 

日本住宅論 ―九間の家へ向けてー 吉田 裕彦 講師 講義 

準備・休憩 

15:20～ 
16:20 

『九間の家（３間×３間）』課題説明 
建築の DX とは 
グループ分け 

内川わか奈 講師 講義 

アンケート  

課題 
・施主として家族構成、土地の選定など、要求に必要な条件をまとめる 
・３間×３間の平面を持つ家の事例研究を行う 

 
12月 19日（木） 

時間 講座内容 講師 形態 

 13:20～
16:20 

建築計画とコンセプト作成 
建築計画の確認 
住宅の要望書の整理 
ヒアリング・コンセプトの作成 
生成 AIによるブリーフの作成 

内川わか奈 講師 
ＰＢＬ 
実習 

内容 

設計者：ヒアリング 
施主： 住宅要求書の整理 
生成 AIによるブリーフの作成 
今回の評価とまとめ 

アンケート 

12月 20日（金） 

時間 講座内容 講師 形態 

実施校 大阪工業技術専門学校  16名(1年生 15名・2年生 1名) 

場 所 大阪工業技術専門学校 5号館 621室 

日 時 2024年 12月 17日（火）～2025年 1月 17日（金） 

日時 講座内容 講師 

2024年 12月 17日（火） 13:20～16:20  講義 課題説明 

松岡拓公雄 講師 
吉田 裕彦 講師 
四十万靖 講師 
内川わか奈 講師 

2024年 12月 19日（木） 13:20～16:20  ＰＢＬ実習 

2024年 12月 20日（金） 9:00～16:00 ＰＢＬ実習 

2024年 12月 26日（木） 13:20～16:20  ＰＢＬ実習 

2025年 1月 17日（金） 13:20～16:20  講評 評価 
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9:00～ 
12:00 

SketchUpによるエスキス作成 
SketchUpによるエスキス・プレゼン 
SketchUpによるエスキス案の提示 
建築業務における SketchUpの利点 

内川わか奈 講師 
ＰＢＬ 
実習 

内容 
設計者：SketchUpによるエスキス案の提示 
施主 ：エスキス案の理解と評価 
今回の評価とまとめ 

休憩 

13:00～16:00 

SketchUpによる設計案の作成 
SketchUpによる設計案作成 
SketchUpによるプレゼン方法 
建築業務における画像生成 AIの利点 

内川わか奈 講師 
ＰＢＬ 
実習 

内容 
設計者：設計案の作成・提示 
施主 ：設計案の理解と評価 
今回の評価とまとめ 

アンケート  

 
12月 26日（木） 

時間 講座内容 講師 形態 

13:20～ 
16:20 

BIM と生成 AIによる設計案の比較と分析 
生成 AIによる設計案の作成： 
BIM と生成 AIによる設計案を比較・分析 

内川わか奈 講師 講義 

内容 

設計者：BIM と生成 AIによる設計案の比較と分析 
施主： 生成 AIによる設計案の作成 

BIM と生成 AIによる設計案の比較と分析 
今回の評価とまとめ 

アンケート  

課題 
・SketchUpによる設計案と生成 AIによる設計案を完成しプレゼンに備える 
・生成 AIでさまざま試みてこれから設計者に求められる能力について考える 

 
1月 17日（金） 

時間 講座内容 講師 形態 

13:20～14:30 

プレゼンテーションと講評 
設計者からのプレゼン・満足度評価 
施主からのプレゼン・満足度評価 
DXによるサービス変革のまとめ 

松岡拓公雄 講師 
吉田 裕彦 講師 
内川わか奈 講師 

講義 

内容 
施主・設計者それぞれの立場からプレゼン・評価を行い、DXによるサービス変
革のまとめ 

準備・休憩 

14:40～16:20 
これまでの作品について 
―建築の DXの推進と設計者の役割― 

松岡拓公雄 講師 講義 

16:10~ 
16:20 

総括―これから求められる建築 DX人材― 四十万靖 講師 講義 

アンケート  

 



21 

 

講座の様子 

実証講座の様子を写真、その他制作物で報告する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

講師による講義 施主と設計者に分かれてディスカッシション  

講師による講評 プレゼンテーション 

講師による事前審査 画像生成 AI によるデザイン提案 
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プレゼンテーション作品(一部抜粋) 
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③実証講座実施結果の検証 

実証講座で実施したアンケートの結果を報告する。アンケートは講座毎に実施し、その結果を

集計した。 

実証講座① 新潟工科専門学校 アンケート集計 

 

 

 

 

 

 

以下に実証講座①の講座毎のアンケートより講座の成果が測れるものを抜粋して報告する。 

 

建築 DXについて関心が持てましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築の企画・設計のプロセスでの建築 DXについて、生成 AIなどを活用することで、 

これまでの建築の業務プロセスにおける課題が解決すると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日 講座 回収数 

10 月 25日 第 1回 ２０名 

11 月 8日 第 2回 ２１名 

11 月 15日 第 3回 １９名 

11 月 22日 第 4回 １７名 

11 月 29日 第 5回 １８名 

12 月 6日 第 6回 １５名 

4.8％ 
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現在、このプロセスにどのような課題があると思いますか。 

・理解の違い 
・人間の心 
・意見の食い違い 
・正確性 
・相互の認識の違いを埋めるものになる 
・事実かどうか確かめる必要があると感じた 
・制限がある 
・情報の正確性 
・お互いに相手に説明するという行為は難しいと思うので、そこに AI を使用することで意見の

食い違いなどに気づきやすくなる 
・生成 AIへの指示、質問の仕方など伝え方を工夫していくことが必要である 

 

設計者として、施主へのプレゼンテーションに、BIMを活用したいと思いますか。 

 

 

どうしてそのように思いましたか。 

・時間がある時に限る 

・いろんな角度で見られるから良い 
・わかりやすかった 
・建築を知らない人でも雰囲気でつたわりやすいから 
・イメージの共有がスムーズに進むから 
・施主は何もわからないから 3d などを利用して立体的な建物を見せるのがいい 
・勝者の技術不足があるとむしろ非効率であった 
・エスキスの様な段階での BIM はあまり活用せずに、紙などに描いた方が作業が 
スムーズに運べると感じた 
・使い慣れていないと時間がかかる 
・立体のほうが相手に伝わりやすい。見える化大事。瞬時の変更に優れる。 
・プレゼンテーションには使えると思う 
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施主の立場から、設計者からのプレゼンテーションに BIMを活用してほしいと思いますか。 

 

どうしてそのように思いましたか。 

・理解がしやすい 
・わかりやすいため 
・イメージが形になりやすいと感じたから 
・知識がないから(あまり活用してほしくない)  
・施主のイメージを起こせる面で有効 
・スケール感を感じ取りやすいと思った 

・意見の反映が遅れる 
・設計者の考えていることのイメージがわかりやすいから 

 

建築の設計プロセスにおいて、BIMを活用したエスキス制作は建築 DXの推進に役立つと思いま

すか。 

 

 

講座についてご感想や質問等ございましたらご自由に記入ください。 

・今回は施主と設計者の立場で具体的に何が今後必要になってくるのかなどの考察ができた 
.・エスキスの段階では手書きの方が効率がいいがプランのプレゼンテーションの段階になるとア
プリなど特に 3Dのアニメーションを用いるとどちらにとっても効率がよいと感じた。 そのために

5.9％ 

5.3％ 

5.9％ 
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は設計者がツールを使いこなす必要があると感じた。 
・アイデアなどをヒントのように提示してくれて、自分で考えることもできてかつ、停滞していたとこ
ろを解消してくれた 
・ネオ 3 だと部屋を置くだけで、壁などをすぐに作成してくれるから、エスキスや、プレゼンテーシ
ョンの最中の使用に向いている。実際に施工するとなった時に、ネオ 3 だと細かいところがわ
からず、部材の寸法などがわからないため、レビットの方がいいと思う。施工段階に入るまでで
あればネオ 3の方が使いやすいと思う 

 

画像生成 AI（Midjourney）の活用が設計プロセスにおいて、有用なサービスを提供するようになる

と思いますか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
画像生成 AI（Midjourney）を活用したサービスについて、いま考えられるものを自由にご記入くださ
い。 
・イメージの共有 
・初期の立案段階 
・考えてる時間無駄すぎ(と感じた)  
・最初の打ち合わせの段階で意見のすり合わせには使えると思う 
・家の設計を依頼する前のアンケート的な使い方がいいと思った 

・困ったら画像生成 AIを使って案を出すことができる 
・チャット GPTみたいに文章を記憶してほしい 
・施主にカタログの一種として自由に使ってもらえるツールを用意したらアイデアが膨らむと思う 
・施主自身が画像生成 AIを使えるようにする、施主が思い描いているデザインを文章として起こ
せる 
・画像生成 AI は娯楽の要素が強く、完全に業務に落とし込むにはまだまだ発展が必要だと考え
ました。画像生成 AIを活用したゲームなどが今後は出てくると思う 

 

 

 

 

 

 

5.6％ 

5.6％ 
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デジタル技術の活用による施主へのサービスの変化について、どのくらい理解できましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル技術の活用による設計者の設計業務の変化について、どのくらい理解できましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座全体を通して受講前と後では建築 DXへの意識の変化がありましたか。 
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なぜそう思われるのか理由を自由にご記入ください。 

・様々なイメージを見ることができて面白かった。 

・AIの限界が分かった 

・画像生成 AIについて洗脳されそうになった 

・自由に作れたのがとても良かった 

・画像生成 AIの強みと弱みがわかりやすかった 

・生成 AIを使う貴重な体験ができた 

・画像生成 AIに対する知識が深まったから 

・画像生成 AIの存在は知っていたが、活用したのは初めてで関心した 

・情報を増やしすぎると画像の精度が下がる事があると感じたため。 

 

 

アンケート結果の総評 
 

講座全体を通して受講と後では建築 DXへの意識の変化に関し約 7割が「とても変化があっ

た」約 3割が「変化があった」と回答しており、受講前と後での意識変化が高く表れている。多くの

受講生が生成 AIを初めて使用し、自由に作成できることを知ることができた一方で、画像生成 AI

の限界や強み・弱みを理解し、その可能性に驚きと関心を持ったと考えられる。生成 AIの活用方

法や知識を深める貴重な体験となり、生成 AIをデザイン提案のツールとして効果的に活用するこ

とが最適であると感じた声もあった。全体的に、受講生は講座を通じて建築 DXに対する理解を深

め、有益な学びを得たと考えられる。特に、画像生成 AIを使うことで創造性が刺激され、かつ作

業も効率化できることを体験できたことで、今後の業務における活用方法についても具体的なイメ

ージを持つことができたようだ。一部の課題については難易度が高かったものの、最終的には成

果物を作り上げることができた点も好意的に受け止められた。今後は情報共有の改善と共に、更

なる充実を図ることで、より建築 DXへの理解と良い学びの場を提供できると考えられる。 
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第 2節 開発した教育カリキュラム・プログラム／調査研究結果の検証 

 開発した教育プログラムから一部を抽出して実証講座を構成し、試行的に実施した。受講対象

者は建築関連の専門学校生とし、実施内容、受講人数、授業時間数は以下のとおり。 

 

年度 令和 6 年度 

実施内容 建築関連サービス PBLを中核 

受講人数 37名程度 

授業時間 36時間程度 

 

 令和 6年度の実証講座は PBLを中核とし、PBLを実施するために必要な知識等を学習する講

義やケーススタディを選定して、一つのまとまりのある講座を構成した。実証講座で使用する教材

も、本事業で開発する講義用教材、ケーススタディ教材、PBL教材、e ラーニング教材を再構成し

て利用した。 

 

 実証講座における評価には、以下のような手法を用いて実施している。 

 

①受講者アンケート 

  最先端技術に関する興味や、その活用スキル向上に関する意識、今後の学習の方向性等に

ついて評価する。 

②受講者の成績評価 

  講義内容に関する小テストや、ケーススタディ・PBLにおける議論への参加状況、PBLの最終

成果物等によって、学習内容の理解度を評価する。ここでの評価には、事業内で開発したスキル

標準の内容も取り入れる。 

③講師による講評 

  実証講座の担当講師により、授業内容の難易度や授業時間の過不足、授業形式の妥当性等

の評価を行う。 

④実施委員等による講評 

  教育機関、企業、業界団体、行政機関といった各立場から、本教育プログラムの有効性や導

入可能性、導入する際の課題等について評価を行う。 

 

 以上の評価結果を総合して本教育プログラムの課題を洗い出し、継続的に改善を図った。 
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付録 開発教材 
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ＰＢＬ演習指導ガイド 
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建築関連サービスのケーススタディ 
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A modern square-shaped house with a central courtyard filled with greenery, surrounded by natural light and open living
spaces. The exterior features clean lines, minimalistic design, and sustainable elements such as solar panels on the roof and
rainwater collection systems. The interior showcases a seamless connection between zones: private bedrooms and bathrooms
on the north side, a cozy home office on the east, a spacious and bright living-dining-kitchen area on the south, and functional
storage spaces on the west. Large glass windows facing the courtyard create an airy and tranquil atmosphere, while the outer
walls are sleek and private. The overall design emphasizes harmony, sustainability, and comfort, blending contemporary
architecture with nature.
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本報告書は、一般社団法人四十万未来研究所が実施した令和6年度「専修学校による地域産業

中核的人材養成事業」の成果をとりまとめたものである。 

令和6年度 文部科学省委託事業 

「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

 
 

最先端技術を活用して建築業務プロセスの変革や 

サービス創出に貢献できる建築 DX人材の育成 
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